
金
滞
古
鼠
志
巻
叶
-

翌
年
六
月
三
日
卒
す
o
男
子
た
く
、
是
よ
り
さ
き
横
山
長
知
三
男
式

部
長
治
を
女
帯
に
命
ぜ
ら
れ
、
紳
谷
式
部
と
稿
す
と
い
へ
ど
も
、
慶

長
十
年
横
山
因
幡
残
す
る
時
、
式
部
長
治
を
因
幡
の
嗣
子
に
命
ぜ
ら

れ
、
再
び
本
姓
に
復
す
o
依
り
て
紳
谷
守
孝
卒
後
、
遺
跡
遺
知
丸
千

令
昨
H
V】

石
の
内
四
百
石
は
式
部
長
知
の
室
に
賜
は
り
、
叉
三
千
石
は
長
治
の

子
式
部
長
昌
へ
賜
は
り
、
一
柳
谷
の
家
を
嗣
が
し
め
ら
れ
、
紳
谷
丹
波
と

稀
す
。
然
る
に
寛
永
廿
年
横
山
長
治
捜
し
‘
長
治
の
遺
知
-
高
石
を

長
昌
に
賜
は
り
、
命
に
依
り
て
本
姓
に
復
し
、
再
び
横
山
式
部
と
改

稿
す
。
子
v
時
長
昌
の
第
大
蔵
隆
正
へ
、
兄
長
昌
の
先
采
地
三
千
石
を

賜
は
り
て
、
紳
谷
丹
波
の
姓
名
を
譲
り
請
け
、
丹
波
守
守
孝
の
後
と

せ
ら
る
。
然
れ
ど
も
隆
正
に
子
な
く
し
て
子
孫
絶
え
た
り
。
依
り
て

中
川
大
隅
の
子
治
部
守
易
は
、
隆
正
の
従
弟
た
る
を
以
て
、
更
に
守

易
に
三
千
石
を
賜
は
り
、
改
姓
す
べ
き
と
の
命
に
依
り
て
、
紳
谷
治

部
と
改
稿
せ
り
。
是
よ
り
子
孫
連
綿
す
と
い
へ
ど
も
、
家
系
縛
鑓
し

て
、
.
丹
波
守
守
孝
が
系
統
は
皐
く
絶
え
た
り
と
い
ふ
ぺ
し
。

。
佃
源
太
左
衛
門
奮
邸

延
貨
の
金
津
固
に
は
、
関
助
馬
場
北
の
隅
漢
野
川
小
橋
の
爪
に
、
佃

次
兵
衛
と
見
h
、
享
保
九
年
の
士
幌
に
、
佃
源
右
街
門
潟
野
川
小
橋

利
長
卿
御
意
あ
り
て
、
五
十
石
被
v
下
た
り
。
共
後
せ
ん
た
う
の
風
呂

屋
へ
行
き
、
高
岡
の
町
人
白
銀
屋
左
次
と
い
ふ
者
と
共
に
風
呂
に
入

り
、
雑
音
に
及
ぺ
り
。
源
太
郎
か
い
け
を
持
ち
て
、
左
次
が
商
を
た

L
け
り
。
白
銀
屋
無
念
に
思
ひ
‘
風
呂
よ
り
上
り
、
左
次
兄
第
大
小

・
刀
を
指
L
、
棒
を
持
ち
鴨
嶋
の
町
端
に
待
請
け
し
て
打
っ
て
懸
る
。

源
太
郎
彼
兄
弟
雨
入
共
討
伏
せ
‘
何
閣
と
も
た
く
立
退
き
け
る
慮
、

相
乎
佃
源
太
郎
也
と
共
隠
れ
友
し
。
高
岡
町
奉
行
回
七
兵
衛
・
杉
本

琵
丞
の
雨
入
、
紳
尾
聞
書
・
横
山
山
披
へ
、
源
太
郎
御
成
敗
被
仰
付
や

う
に
と
精
を
も
む
。
利
長
卿
宜
し
く
計
ら
ひ
候
へ
と
の
御
意
な
れ

ば
、
源
太
郎
に
内
意
あ
り
て
、
小
松
へ
暫
く
立
退
か
せ
、
前
回
美
作

方
に
隠
れ
居
た
り
ο
町
奉
行
の
申
分
も
爾
々
と
御
指
聞
も
た
し
。
扱

て
は
源
太
郎
御
宥
菟
と
心
得

τ、
重
ね
て
共
沙
汰
も
・
な
か
り
し
が
、

五
十
日
許
も
立
ち
て
、
小
松
よ
り
御
詑
官
相
演
み
、
源
太
郎
高
岡
へ
罷

蹄
り
、
御
奉
公
申
上
げ
た
り
け
り
。
源
太
郎
召
仕
の
女
の
腹
に
娘
一

人
あ
り
。
育
ち
て
御
械
の
女
中
方
へ
宮
仕
悲
し
け
る
に
、
い
ま
だ
幼

少
た
れ
ば
、
御
耳
に
立
ち
て
御
前
へ
も
走
せ
廻
り
け
り
。
折
節
利
長

卿
の
御
前
へ
出
で
け
る
に
、
小
め
ら
う
や
。
汝
が
父
源
太
郎
は
何
を

す
る
や
。
頃
目
見
b
ぬ
と
御
意
怠
り
し
に
、
美
作
様
へ
御
見
廻
に
参

金
滞
官
蹟
志
巻
叶

端
。
と
あ
り
て
、
子
孫
世
々
此
の
地
に
居
住
す
。

O
佃
源
太
左
衛
門
傍

加
陽
諸
士
系
譜
に
一
宮
ふ
。
例
氏
本
国
尾
張
、
共
組
治
部
某
仕
昌
子
織
岡

信
雄
公
二
央
子
源
太
郎
茶
、
鹿
長
七
年
端
能
公
被
邑
召
出
一
百
五
十
石

賜
v
之
。
後
源
太
左
衛
門
与
改
稿
し
、
微
妙
公
寛
永
二
年
作
事
奉
行
井

普
請
方
御
用
、
且
本
座
百
・
人
組
足
経
支
配
被
v
命
。
同
四
年
加
恩
百

石
、
同
十
一
年
二
百
石
、
同
年
五
十
石
、
同
十
二
年
二
百
石
、
同
十

五
年
百
五
十
石
、
承
服
二
年
百
五
十
石
、
都
合
千
石
賜
v
之
。
明
暦
三

年
渡
。
共
子
二
代
源
太
左
衛
門
菜
、
遺
知
之
内
六
百
石
賜
v
之
、
使
番

辞
命
。
寛
文
九
年
授
、
無
子
、
嫡
家
断
絶
。
と
あ
り
て
、
庶
家
蓮
綿

す
。
三
蜜
記
に
一
宮
ふ
。
例
源
太
郎
は
伊
勢
闘
六
根
と
云
ふ
所
に

τ、

織
田
信
雄
卿
に
仕
へ
た
る
例
治
部
と
い
ふ
人
の
子
た
り
。
源
太
郎
は

大
橋
丸
郎
兵
衛
の
寄
子
に
て
、
利
長
卿
の
御
鷹
師
に
被
昌
召
置
一
切
米

十
八
石
下
さ
れ
、
御
隠
居
の
時
分
ま
で
い
ま
だ
下
行
米
取
に
て
.
=
一

拾
六
俵
を
丸
拾
三
匁
に
費
梯
ひ
、
作
と
い
ふ
小
草
履
取
と
、
奥
作
と

い
ふ
小
者
と
雨
入
を
召
仕
ひ
、
妻
子
も
持
た
歩
、
い
つ
も
紙
子
衣
に

て
御
前
を
俳
個
す
。
或
時
高
岡
に

τ、
傍
輩
を
家
来
の
者
討
っ
て
立

退
く
慮
を
、
源
太
郎
漣
懸
け
て
討
留
む
る
。
比
類
た
き
手
柄
の
よ
し

!
?
・

0
L
L
H八

υ
i
e

り
‘
は
や
五
日
程
に
成
申
由
申
上
げ
L
れ
ば
、
倍
々
に
く
き
ゃ
っ
哉
。

遼
所
へ
断
り
た
し
に
会
る
事
と
そ
大
科
な
れ
。
御
成
政
可
v
被
a
仰
付
-

と
思
召
せ
ど
も
、
取
立
の
者
た
れ
ば
遁
放
と
被
=
仰
出
-
ゆ
ゑ
、
飛
脚
を

以
て
呼
ょ
せ
、
大
橋
九
郎
兵
衛
共
段
申
渡
し
け
り
。
源
太
郎
長
候
と

て
‘
頓
て
越
後
を
指
し
て
走
り
ゆ
き
、
上
総
様
を
心
懸
け
て
御
犬
牽

才
衣
郎
の
弟
才
兵
衛
と
云
ふ
者
.
上
線
様
に
有
v
之
と
聞
及
び
居
た
れ

ぽ
、
彼
を
額
み
て
引
込
み
け
る
施
、
才
兵
衛
申
す
ゃ
う
は
、
唐
犬
一

疋
才
覚
し
て
た
は
し
ま
せ
、
頓
て
有
付
き
給
ふ
べ
し
と
云
ふ
。
源
太

郎
心
得
た
り
と
、
高
岡
へ
夜
通
し
に
来
り
、
御
犬
牽
才
次
郎
方
に
引

込
み
相
談
仕
け
る
に
、
易
き
事
也
と
生
田
四
郎
兵
衛
へ
参
り
、
爾
々
の

事
を
語
る
に
.
四
郎
兵
衛
聞
き
て
、
能
〈
と
そ
申
来
り
た
れ
と
、
被
昌
・

飼
置
-
唐
犬
共
の
内
に
も
無
v
之
程
の
能
き
唐
犬
に
、
銀
子
を
添
へ
て

奥
へ
け
り
。
則
ち
源
太
郎
此
犬
を
筆
て
越
後
へ
走
せ
行
き
‘
盟
太
閣

の
信
長
へ
直
参
あ
り
し
故
事
を
思
ひ
出
し
‘
上
総
様
鷹
野
よ
り
戻
り

の
節
.
往
還
の
路
次
脇
に
彼
犬
を
引
い
て
畏
り
居
た
り
け
る
に
、
あ

れ
は
縫
ぞ
と
御
噂
也
。
源
太
郎
承
り
、
高
岡
牢
人
民
て
候
。
被
a
召
置
-

候
は
ど
夢
有
可
v
器・
v
存
回
目
申
上
る
。
上
線
様
被
=
聞
召
上
一
一
頓
て
召
出

さ
れ
た
り
。
源
太
郎
御
磁
に
唐
犬
を
指
上
ぐ
る
。
能
き
犬
を
上
げ
た




